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　我ガ 甲蟲學界の 恩人 GEORGE 　LEWIs 逝 く （1）

　　　　　　　　 農 畢 士 　湯　　淺　　啓　　温

　1926 年 9月 5 日 ・ Folkest。ne の 邸で 、彼の 87 年の長い生涯の幕は靜に閉

された 。

彼 齣 前 に も・ S・・u・LD ・・GA ・c ・… T α ・ 夫虱 M 。・Alv［
r
・z 等、 彼 と同じ頃 、二

も、 LENz、　HILLER，　Hlr．GF．：　DORF ，　DoNITz，　Hol？1“，sbtNrt
，　VoLxEM ，

　RE ： 等の入逹の

貢献があるに はあつ たが 、 然 し、 彼程大規模に 我 が甲蟲類を探集 して、學界

に 紹介 した 入はなか つ た 。 否 、 彼の後 に も、
SAUIER

，　GAr・LO【s を除い た ら、一

人の匹敵する もの もあるまい 。 我 國か ら故國へ 歸 つ て 後の、彼 の長い 年月の

大部分 は 甲蟲類の分類學的研究に棒け られ 、多 年 エ ン マ ム シ科 Histeridae の

世界的權威と して認 め られ τ 居た 。

GE °RGE 　 LEw 【・ は 1839 年 8 月 5 日、英國 BI ・ckh ・・d の s… J・1・・ 數區の牧

師 R ・G・LEWIs 師の第二子 と して 、 この世に生れ來た D 彼の學校生 活等に つ

いて は記 した ものを見 ない が 、 兎 も角 、 彼 も亦年少 よ り熱 心な 甲蝕探集家で

あつ た とい ふ 。

・
所 が．　．1862 年 、 茶の取引を して ゐた商會の代表者と して 支那

に赴 くや
、
22歳のう ら若 い彼の 心を と らへ た ものは 、異國倩緒 の最 も濃い支

邸の 甲蟲で あつ た 。 彼の支那に於 ける 綵集品は輪逸困難の爲め大部分失はれ

起樣で みるが ・ 若干の新種一 特に ゴ ミ ム シ科 Catabidaeは BATksに依つ て

一 が記載された 。　　　　　　　　　　　 ．　　　　
・

　
1867 年頃碗 何の爲めだか判 らない が 、 お そ らく、矢張り茶の商賣の事で

あつ た ら う一 彼は この 日本へ 渡つ て來tc （2）。 その當時 の我が昆蟲相に 關

ナる知識の極 めて 少か つ た 事は云 ふ 迄 もない 。 そ して 、 彼の 5 年間の僥み な

（工）筆者 に 、特 に 彼 の 日本滯在 申の 事樋友ぴ彼 の 探集品に 基づ く彼 自均並 に 諸學者

　　の 詮文等 に就 て詳 しく書 い て 見 度 い と
’
思 つ て居れが、今 怙 し くて到底意な果 す

　 事炉出來 な い
。 …瀏 ：に 主 と し

’
（1　Eut・ln。n ヒhL　mag ．LX 工工（3，　XI ［）， ］92G，P，270

　　に 依つ て 記事な もの して お く。 上 の 意 zz　Lt、 い つ か 、 果す毅 りでゐ るか ら 、彼

　　1二anltる 事柄 な 御 承 知 の 方 に 、 どん な斷片 でも、筆者迄 お 知 らぜ 願 び度 い
。

（2）斯 く傳 へ られて にゐ る が 、 之 よリ前 1S64 年 7 月 と 1865 年 5 月 と 1：長崎で認

　　th　tこ短 い Note 勘 EnL 　month ，　mag ．（1，　p．1S65，　p．262 ； ∬
国

工S65，， p．89）に

　 寄 ぜ てゐ る所存見れば丶 1864−65 年 頃 我 國 に 來 て ゐ 質事匡確か で あ る o 只 、 こ

　 の 時以來すつ と日本 に滯在 し匹の 力丶 支那 との 間な何度 も往復 しお の か ［fl全 く

　 剃 つ て ゐ な い o

N 工工
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い 努力は、我が甲鐘頻の驚 くべ き聚横 として 拮果 し、 それ らの大多數は學術上

全 く新 しい もので あ つ ナこ。 彼 自身及び彼か ら材料の供給を受けた英國及び大

陸の多數の專問家邏．− B 乢 Y・B ・、丁鵬 ，G 。 RI・IAM ・　1〈IESEstNVETTF ．R，　MARSEUT・，　RE 匸TER ・

Rom ，oi，s ，
　RYE，　SAuli’DERs ，　S・1よ Rr ，　WAT 肌 H 。usE ，　WoL 鵬 T 。 N 等

一 に依 る、此偉

大 な操集品の 分類は 1S72 年彼が故國 へ 歸つ て後數年を費 し、多 くは 1873−76

年の 間に發表されナこ
。 如上 の結果は 、1879年、彼の編んだ 日本産甲蟲類目録 A

C・t・1。9… fC ・1・・P… af ・。in　 the　J・P・ n・ se 　A ・chip ・lag。 （8・。 ・　 31Pa）に 1衣て窺ふ

事が出來る。 即ち此 目録は少 くも86囑 ・2227 種 を含んで ゐ るので あ る。

　1SSO 年、 彼は吏に妻 JLt「・1’、 を俳つ て再び我國を訪れ 、 最初の 11寺に踏 査し得

なか つ た部分を調査 して ・ 彼の我が甲蟲湘に 關す る業績 を完 成しよ うと しナこ。

即 ち、以前の綵集品は長崎を中心 と した 地方が圭 な もの で あつ ナこが ・ 今度は

ニ ク年の大部分一・一一一一1SSO 年 2 月 27 日か ら 1881 年 11 月 3 目まで一 をか

けて 、 北は札幌か ら南は霧島まで 、 特に 中仙道及 び關東、柬北地方に 力を 注

い で ・ 熱 心 な探集の族を續けた 。 叉 、此間に 、 彼に よつ て 訓練された我國の 一

有能な探集人を方 々 （之 の 内に佐渡 、 伊豆大 島も 含まれて居 る） に途つ て ゐ

る し、 尚・塾】
’
馬、種子 ク 島、天草、釜山等の 甲蝨 を も少數 乍 ら手に入 れて 、す

ば らしい 探集品を故國 へ 途 る事が出來た （3）。 歸途 Ceylon　t： 6 ク月を過 し、

そ こで も亦孜 々 と して 探集を續け、彼自身の計算 に よ る と約 1200 種の 甲聶

を發見 しtこの であ つ た 。
18S2 年彼は故國に歸 り着き・故國及 び大陸諸國の 多

數の專問家逹の 助力を得て、探集品の研究及 び 記載に 身を委 ねた ⊇ 是等の探

獅 は 、
1910 年 、 他國に搬出しない 事を條件 に B ・i【i・hM ・1・eum に買取 られ

たが、
之 の 中には 飢知 日本産甲蟲類の模式 標本が、恐 らく他の何れ の綵集品

と雖 も匹敵 し得な い 程多數會まれ て ゐる。

　日本産エ ン マ ム シ科の研究 中 、 彼は至世界の他の 地方の もの に就て も充分

知識を有 してゐる事が必要だ と知 つ て、 此目的の爲に 此科の甲轟を廣 く集 め

よ うと努力 しナニ
。

そ して他 の國 々 の種 も 日本の と同曦に よ く知 られて ゐない

事が判つ ナ・の で 、此科の研究 を櫁張 して 逡に彼の時間の大部分 を此上蹶 白勺小

形な蝨の群に 委 ねるに 至ナこ。 彼の 日本産エ ン マ ム シ 科に 關する最初の論文は

18S4 年に 公に され 、引籔き30年間同 じ科に關す る他の論文 を後か ら後か らと

規則正し く出 して行つ た。 か くて 7 年前彼の最後 の論文を書い ナこ時迄に 60屬 ・

750種 以上の エ ン マ ム シ を記載 した 。永年其の研究に 身を委 ね tこ結果集債され

ナニ此科の甲轟の見事な標本 も同 じ く3ritish　Museum に傳 へ られ たので あつ た 。

　傳 〜 られ る所に よれば ・ 彼は非常に健 柬な人で 、且又極 めて高潔 、 温厚・人

を惹付ける樣な 性絡の持 主で あつ t；が非 常に 内氣 な方で・科學上の業績の重

要 さに拘 らすほん の少數の人 に しか 知 られて ゐなか つ た と云 ふ 事で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1927 年 7 月）

  第調 の撕 の 詳 しい 日程 S 【t 、
H ・W ・BAT ・・ が 18S3 年 の T 「・ns・Ent・　 S°c・

　 Lond ．に 地圖な 添 へ て 記 して ゐ る 。 此 度の 族行でに甲蟲以外の もの も大分撮 つ

　　ttの で、　SM・T｝即 D ・・rANT 等 の 論 SCが出て ゐ る
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


